
総合文化展では、各交流センターの教室や地

域の個人に方々の作品が展示されました。悪天

候にも関わらず二日間で 364名の方々に来場い

ただき、皆さんの作品をご覧いただきました。 

 前々日の会場の設営から片付けまで、お手伝

いいただいた地域の皆様、またその他関係者の

方々には大変お世話になりました。  

有難うございました。 
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川越地区人口 

(R5.10月末現在） 

男性 211人(-1) 

女性 238人(-2) 

 計 449人(-3) 

世帯数 247(-3) 

65歳以上人口 

男性 111人(±0) 

女性 134人(-2) 

 計 245人(-2) 

高齢化率 

  54.57％ 

去る 10月 29日（日）川越交流センターに於いて、銀山領 33カ寺巡る会主催の歴史講

演会が行われました。 講演会には、地区内外から約 80名の参加者があり、皆さん熱心

に聞き入っておられました。 

はじめに島根県立古代出雲歴史博

物館専門学芸員の濱田恒志氏による

「甘南備寺の大鎧がたどった道」と

題し、甘南備寺に昔から保管してあ

る「櫨匂威鎧残闕」（はじ におい お

どし よろい ざん けつ）。現在は、

古代出雲歴史博物館で管理、保存し

てあり、この鎧が甘南備寺に辿り着

くまでの歴史などを話されました。 

次の講演は、江津市教育委員会 主任

主事 持田直人氏による「山城の発見に

ついて」。令和５年１月に甘南備寺山の

城跡の確認のため、高尾重尾氏（八雲立

つ風土記の丘）とその他関係者で甘南備

寺山を踏査し、山頂に城があったことが

確認できた。桜江町ではその他製鉄関係

の遺跡も確認できた。今回の城跡の発見

は２１年ぶりという報告でした。 

 

 

最後の講演は、東京大学史学編纂所准

教授 西田友広氏による「観音信仰と中

世の武士」と題し、中世の人々は現世安

穏・後世善処を願って仏教を信仰してい

た。武士は殺生を含む武力行使を職能と

することから阿弥陀如来による極楽往

生を願う者も多くいたことや石見地域

にも全国から巡礼に訪れていたことも

紹介され、とても興味深い講演でした。 

古代出雲歴史博物館に保管し

てある「櫨匂威鎧残闕」 

去る 11 月 5 日（日）、コロナ禍で令和元年以降開催できなかった川

越地区球技大会（グラウンドゴルフ大会）が４年ぶりに行われました。 

当日は、グラウンドゴルフ日和となり各自治会から 44名が参加し、

自治会対抗で競技が行われました。結果は、次のとおりです。 

【団体の部】        【個人の部】    敬称略 

 

優 勝 渡田自治会 219   優 勝 小笠原 弘 39 

準優勝 渡 自治会 219    準優勝 田中富士子 41 

第 3位 上大貫自治会 239  第 3位 伊達 正博 41 

【ホールインワン】 

 田中富士子、小林 勉、松浦藤六、月森まりえ、伊達正博、 

横田真二、加藤 哲 
団体の部で優勝の渡田自治会 ホールインワンをされた 7 人 

には賞品が渡されました 

去る 11月 11日～12日、桜江いきいき祭り・総合文化展が桜江総合センターを中心にその周辺で行われました。 

昨年同様天候に恵まれず、ステージイベントは途中から総合センター大ホールへ変更となりました。イベントステージでは、さくらえ保育園

児による和太鼓や桜江中学校吹奏楽の演奏、石見智翠館高校吹奏楽コンサートなど盛り沢山の内容でした。最後のよさこい踊りや総踊りでは桜

江の子供達も参加し、盛会のうちに終了しました。歩行者天国のいきいき通りでは 31店が出店しました。当日は気温も低くなり、温かい飲食物

が盛況でした。 

イベントステージの総合司会には、川越出身の元 NHKアナウンサーの小笠原知恵さんが務められました。 

山城の発見について 

歩行者天国（いきいき通り） さくらえ保育園児による和太鼓 

フラ・タヒチアンダンス 

石見智翠館高校吹奏楽コンサート よさこい踊り JA桜江支店主催・グラウンドゴルフ大会 

 
 去る 11月 5日（日）、島根県主催による原子力防災訓

練が行われました。 原子力災害発生時には松江市の城

西地区住民約 9300 人を江津市で受け入れることにな

るため、江津市を避難先とした広域避難訓練が実施され

ました。 

 今回は、各自主防災組織の方々や消防団や市などの関

係者が共通の認識を持って対応することが重要であり、

理解向上を図ることや避難経由所や避難場所の運営に

ついて検証するために実施されました。 

 川越まちづくり協議会から役員２名が参加しました。 

【参加者】・松江市城西地区住民６５名 ・江津市住民（自主防災

組織）  ・島根県副知事ほか ・松江市副市長ほか ・江津市長 

ほか・江津消防署 

・江津警察署 

原子力防災訓練に参加しました 
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 日時：令和 5年 12月 6日（水） 10時～11時半 

 会場：川越地域コミュニティ交流センター 

 演題：「無意識の思い込みと向き合う」 

      ～アンコンシャス・バイアスへの気づき～ 

 講師：江津市人権啓発センター 

        人権啓発・教育推進員 松島  誠氏 

主催 江津市教育委員会・川越まちづくり協議会教育文化部 

 日時：令和 5年 12月 6日（水） 13時～14時半 

 会場：川越地域コミュニティ交流センター 

 講師：江津市健康医療対策課  保健師  吉本千恵さん 

      江津市地域包括支援センター 

         認知症地域支援推進員  山崎元恵さん 

 

 地域の中で認知症の方やその家族を温かく見守り、支え

合えるように、認知症の正しい知識やつきあい方についてお

話します。 

※どなたでも参加できます。 

主催 川越まちづくり協議会 健康福祉部 

       江津市健康医療対策課 

川越地区健康教室 

＊開催日時：12月 1６日（土） 
9：00～12：00 

＊開催場所：川越地域コミュニティ 
交流センター 

＊講師：青木義功様ご夫妻   
参加者には軽食（サンドイッチとお
茶）を準備します。 

＊当日は、読書会の読み聞かせも同
時開催します。 

※小中学生には案内のハガキを送付
します、出欠をハガキに記載された
締切日までに必ず交流センターへ
ご連絡下さい。   

【お問合せ・申込先】 
 川越地域コミュニティ交流センター 
☎93-0825  
※申込期限：12月８日（金） 

【開催日時】令和５年 12月 3日（日） 9：30～12：00 

【開催会場】江津市総合市民センター2階大会議室 

参加対象者：一般市民等 

主催：江津市社会福祉協議会・江津市共同部金委員会 

【開催日時】令和 5年１１月１９日（日） 

【開催場所】川越地区体育館グラウンド 

【参加人数】14名 

【成績】（３ラウンドトータル）       敬称略 

 優  勝  田中 義雄  60打（HO 1） 

 準優勝  小笠原 弘  61打（HO ０） 

 第３位   田中富士子 ６３打（HO ０） 

 第４位   楸   卓朗  ６５打（HO 1） 

 第５位   反田 忠士  ６５打（HO ０） 

 

前日の初雪・初冠雪そして強風もすっかり収

まり、グラウンドはやや軟弱の状況でしたが、

無事、競技会を開催することができました。 

教育文化部 

事業 

交流センターからのお知ら
せ 
★交流センター大掃除について 

 今年も残すところあと僅かとなりました。 交流センターも一年の汚れを綺麗に落とし、

新年を迎えたいと思い、大掃除を計画しています。 地域の皆様のご協力をお願いしま

す。             【 日程 】 １２月２５日（月） 午前９時より 

 

★年末年始の休館について 

 １２月２９日（金）から翌年 1 月４日（木）までを休館と致します。 センターの業務開始

は１月５日（金）からとなります。 

 本年中も何かとお世話になりました。 

 来年もよろしくお願い致します。      川越地域コミュニティ交流センター 職員一同 


